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１．統一的な基準による地方公会計について 

（１）地方公会計制度の概要 

地方公会計制度は、国・地方を通じた厳しい財政状況の中で、財政の透明性を高め、国民・

住民に対する説明責任をより適切に果たし、財政の効率化・適正化を図るため、地方公共団体

における予算・決算に係る会計制度を補完するものとして、企業会計の考え方や手法を活用す

るという考えのもと、地方公共団体版の財務書類等を開示することにより推進されてきました。 

平成１８年には、「地方公共団体における行政改革の更なる推進のための指針」が策定され、

地方公共団体が財務書類を公表する形式として、地方財政状況調査（決算統計）データの読替

えにより作成する「総務省方式改訂モデル」などが示されました。 

このような中、平成２６年 5 月には、総務省から、発生主義・複式簿記の導入、固定資産台

帳の整備、比較可能性の確保を柱とした、「統一的な基準による地方公会計」の整備方針が示さ

れました。また、平成２７年１月には、全ての地方公共団体に対し、「統一的な基準」による財

務書類等について、平成２９年度までに作成することが要請されたところです。 

 

 

（２）朝霞市の取組 

朝霞市では、平成２０年度決算から平成２７年度決算まで、「総務省方式改訂モデル」の財務

書類４表を公表してきましたが、総務省の要請を受けて、平成２８年度から「統一的な基準」

による財務書類を作成し、公表しています。 

 

（３）「統一的な基準」の特徴 

○ 発生主義・複式簿記の採用 

地方公共団体における予算・決算に係る会計制度は、現金収支を議会の民主的統制下に置 

くことで、予算の適正・確実な執行を図るという観点から、確定性、客観性、透明性に優れ 

た単式簿記による現金主義会計を採用しています。 

「統一的な基準」では、この現行の会計制度を補完する目的で、企業会計が行っている発 

生主義・複式簿記を取り入れることにより、資産や負債の総体が一覧的に把握可能になると 

ともに、減価償却費や退職手当引当金など現金支出を伴わないコスト情報を可視化すること 

ができます。 

具体的には、現行の会計制度のもとでは、予算科目単位での現金の歳入・歳出に関する伝 

票しか存在しませんが、「統一的な基準」では、資金仕訳変換表に基づき、この歳入・歳出伝 

票についてそれぞれ仕訳を行うとともに、現金を伴わない取引き等について、別途仕訳伝票 

を作成します。

※地方財政状況調査（決算統計）とは 

地方自治法第２５２条の１７の５第１項及び第２項の規定に基づいて毎年行われるもの

で、予算の執行を通じて地方公共団体がどのように行政運営を行ったかを見るための基礎

となるものであり、地方財政全体の毎年度の執行結果を表すものとして、地方財政関係統

計のなかでも最も基本的かつ重要な統計調査です。 



2 

 

 

○ 固定資産台帳の整備 

これまで、地方公共団体の財産については、公有財産台帳等により、数量等について現物 

管理をしてきましたが、「統一的な基準」では、資産ごとに評価を行ったうえで帳簿上の価額 

を設定します。また、資産に関して異動が生じた場合には、複式簿記により、金額の異動情 

報についても併せて記録するとともに、減価償却を行っていくことで、公共施設等の老朽化 

の状況などを把握することができ、中長期的な公共施設マネジメントに活用することができ 

ます。 

 

（４）財務書類の構成 

財務書類は４つの表から構成されており、下記のように相互が関連し合っています。 

 

＜貸借対照表＞             ＜行政コスト計算書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資金収支計算書＞            ＜純資産変動計算書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸借対照表    ：基準日時点における財政状態を表示したもの。 

行政コスト計算書 ：一会計期間中の費用・収益の取引高を表示したもの。 

（企業会計の損益計算書にあたる。） 

→現金収支を伴わない減価償却費等も費用として計上。 

純資産変動計算書 ：一会計期間中の純資産の変動を表示したもの。 

（企業会計の株主資本等変動計算書にあたる。） 

資金収支計算書  ：一会計期間中の現金の受払いを３つの区分で表示したもの。 

資 産 

 

・・・ 

・・・ 

現金預金 

・・・ 

純行政コスト 

・・・ 

経常収益 

・・・ 

・・・ 

純行政コスト 

期首歳計現金残高 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

本年度末現金預金残高 

期首純資産残高 

 

純行政コスト（△） 

・・・ 

・・・ 

本年度純資産残高 

負 債 

純資産合計 
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２．朝霞市の財務書類について 

（１）対象となる範囲 

 

一般会計等：  

 

 

全体会計 ：  

 

 

 

 

連結会計 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 下水道事業特別会計については、公営企業化に向けた移行期間中であり、遅くとも 

平成３１年度決算までは連結しないこととしています。 

 

（２）作成基準日 

作成基準日は、各会計年度の最終日である３月３１日としています。 

なお、出納整理期間における収支については、作成基準日までに終了したものとして処理し

ています。 

 

（３）仕訳の方法 

全ての歳入・歳出伝票を、年度末に一括で仕訳処理する期末一括仕訳方式を採用しています。 

※出納整理期間とは 

 会計年度末（３月３１日）までに確定した債権債務について所定の手続きを完了し、現

金の未収未払の整理を行うための期間で、会計年度終了後の４月１日から５月３１日まで

の２か月間を指しています。 

・一般会計 

（朝霞市では一般会計のみが対象です。） 

・一般会計等        ・国民健康保険特別会計 

・介護保険特別会計     ・後期高齢者医療特別会計 

・下水道事業特別会計 ※  ・水道事業会計 

・全体会計 

・朝霞地区一部事務組合 

・埼玉県市町村総合事務組合 

・埼玉県都市競艇組合 

・彩の国さいたま人づくり広域連合 

・埼玉県後期高齢者医療広域連合 

・朝霞市土地開発公社 

・公益財団法人朝霞市文化・スポーツ振興公社 

・社会福祉法人朝霞地区福祉会 
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（４）一般会計等財務書類 

＜貸借対照表＞ 

 

（単位：円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 115,407,198,726 固定負債 26,984,586,909

有形固定資産 111,128,873,008 地方債 25,440,809,047

事業用資産 73,682,580,412 長期未払金 686,522,785

土地 46,334,262,865 退職手当引当金 857,255,077

立木竹 - 損失補償等引当金 -

建物 54,804,060,525 その他 -

建物減価償却累計額 △ 28,110,170,447 流動負債 3,519,927,112

工作物 399,051,471 1年内償還予定地方債 2,780,934,618

工作物減価償却累計額 △ 259,448,827 未払金 179,469,587

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 -

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 439,038,929

航空機 - 預り金 120,483,978

航空機減価償却累計額 - その他 -

その他 - 30,504,514,021

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 514,824,825 固定資産等形成分 117,654,106,131

インフラ資産 37,416,410,398 余剰分（不足分） △ 29,006,801,392

土地 36,412,190,285

建物 507,656,000

建物減価償却累計額 △ 269,384,681

工作物 35,827,605,049

工作物減価償却累計額 △ 35,147,536,415

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 85,880,160

物品 511,711,207

物品減価償却累計額 △ 481,829,009

無形固定資産 3,665,123

ソフトウェア 3,664,818

その他 305

投資その他の資産 4,274,660,595

投資及び出資金 252,862,000

有価証券 -

出資金 252,862,000

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 643,889,590

長期貸付金 38,452,600

基金 3,396,288,145

減債基金 -

その他 3,396,288,145

その他 -

徴収不能引当金 △ 56,831,740

流動資産 3,744,620,034

現金預金 1,254,572,691

未収金 269,211,035

短期貸付金 11,230,400

基金 2,235,677,005

財政調整基金 2,235,677,005

減債基金 -

棚卸資産 -

その他 -

徴収不能引当金 △ 26,071,097 88,647,304,739

119,151,818,760 119,151,818,760

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額
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○ 貸借対照表はバランスシートともいい、基準日時点における市の財政状態を明らかにするこ 

とを目的としており、資産、負債及び純資産から構成されています。 

 

○ 貸借対照表の左側を借方、右側を貸方といいます。 

 

○ 借方には資産が表示され、これからの世代に残る財産状況、これまで投資された資金の使途 

の状況などを確認することができます。 

 

○ 貸方には負債及び純資産が表示され、これからの世代が負担しなければならない借入金状況、 

これまでの世代が負担した資金状況などを確認することができます。 

つまり、貸借対照表を作成することにより、これまでに整備してきた社会資本の状況、また、 

その整備に投資した資金の状況等を一覧で確認することができます。 

 

〔資産の部〕 

○ 事業用資産は、インフラ資産及び物品以外の有形固定資産をいいます。具体的には、庁舎や 

保育園、公民館などの施設に係る土地や建物などです。 

 

○ インフラ資産は、道路や橋梁、公園などの施設に係る土地や建物などです。 

 

○ 事業用資産の工作物には、広報掲示板や防災行政無線などを、インフラ資産の工作物には、 

道路舗装や橋梁などを計上しています。 

 

○ 建設仮勘定とは、複数年にわたって実施している工事で、その年度までに支出した工事費な 

どを仮に集計したものです。事業用資産の建設仮勘定には、防災行政無線デジタル化整備事業 

や市民会館耐震化事業などを、インフラ資産の建設仮勘定には、道路改良事業や観音通線整備 

事業を計上しています。 

 

○ 減価償却については、毎年度、一定額を減らしていく定額法により算出しています。なお、

建物、工作物、物品については減価償却累計額を表示していますが、無形固定資産のソフトウ

ェアについては、減価償却累計額をあらかじめ控除して表示しています。 

 

○ 物品には、市庁舎や学校における備品など、１台が５０万円以上の物品を資産として計上し 

ています。 
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○ 出資金は、市が公有財産として管理している出資等をいいます。なお、主な出資先は、公益 

財団法人朝霞市文化・スポーツ振興公社や社会福祉法人朝霞地区福祉会などです。 

 

○ 長期延滞債権は、市税などの滞納繰越分のうち、当該年度収入未済分の合計額を計上してい 

ます。 

 

○ 長期貸付金及び短期貸付金は、市で貸付を行っている入学準備金貸付金、奨学金貸付金の年 

度末残高のうち、短期貸付金は、翌年度に償還が予定されている分で、長期貸付金は、翌々年 

度以降に償還が予定されている分を計上しています。 

 

○ 固定資産における基金には、財政調整基金以外の基金の年度末残高を計上しています。 

 

○ 徴収不能引当金は、企業会計の貸倒引当金にあたるもので、市税などの歳入について、過去 

５年間の不納欠損の状況から不納欠損率を算出し、長期延滞債権や未収金の残高に乗じること 

で、徴収不能引当金を計上しています。 

 

○ 現金預金は、基準日時点において市が保有している現金です。資金収支計算書の本年度末現 

金預金残高と一致します。 

 

○ 未収金は、市税などで、当該年度に収入の見込みを立てたもののうち、収入未済分の合計額 

を計上しています。 

 

○ 財政調整基金は、年度末残高を計上しています。 

 

〔負債の部〕 

○ 地方債及び１年内償還予定地方債は、市が過去に借入れを行った市債の年度末残高を表して 

います。１年内償還予定地方債には、翌年度に償還が予定されている分を計上し、地方債には、 

それ以外の分を計上しています。 

 

○ 長期未払金及び未払金は、市が債務負担行為として設定している事業のうち、確定債務と見 

なされるものを計上しています。具体的には、朝霞駅東口周辺地区整備費負担事業や、市内循

環バス運行事業における損失補償です。未払金には、翌年度に支払いが予定されている分を計

上し、長期未払金にはそれ以外の分を計上しています。 
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○ 退職手当引当金は、年度末に在籍している全職員が自己都合退職したと想定した場合に支給 

する退職手当額を計上しています。 

 

○ 賞与等引当金は、基準日時点までの期間に対応する期末手当・勤勉手当及び法定福利費を計 

上しています。 

 

○ 預り金には、市が一時的に保有している現金を計上しています。 

 

〔純資産の部〕 

○ 純資産の部では、固定資産等形成分が純資産額を超えており、余剰分（不足分）はマイナス 

となっています。これは、固定資産等の形成にあたり、これまでの税収や国県補助金等だけで 

はまかないきれず、地方債など将来の負担に頼っていることを意味しています。 
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＜行政コスト計算書＞ 

 

 

（単位：円）

経常費用 35,995,044,572
業務費用 17,368,583,597

人件費 6,774,970,546
職員給与費 5,746,478,195
賞与等引当金繰入額 15,946,007
退職手当引当金繰入額 -
その他 1,012,546,344

物件費等 10,085,520,327
物件費 8,282,548,606
維持補修費 515,301,108
減価償却費 1,276,793,998
その他 10,876,615

その他の業務費用 508,092,724
支払利息 248,922,261
徴収不能引当金繰入額 82,869,349
その他 176,301,114

移転費用 18,626,460,975
補助金等 8,780,448,360
社会保障給付 7,442,883,818
他会計への繰出金 2,389,513,923
その他 13,614,874

経常収益 2,094,308,842
使用料及び手数料 723,329,664
その他 1,370,979,178

純経常行政コスト 33,900,735,730
臨時損失 138,417,675

災害復旧事業費 -
資産除売却損 36,938,328
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 101,479,347

臨時利益 -
資産売却益 -
その他 -

純行政コスト 34,039,153,405

行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額
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○ 行政コスト計算書は、社会保障給付やそのサービスを提供するための人件費など、資産形成 

につながらない当該年度の行政サービスの提供のために使われた費用と収入を対比したもので 

す。どのようなサービスにどれだけのコストがかかっているかなど、行政コストの内容自体の 

分析を目的としています。 

 

○ 費用には、賞与等引当金繰入額や減価償却費など、発生主義に基づくコストが含まれていま 

す。 

 

○ 経常費用は、毎会計年度、経常的に発生する行政サービスを提供するために要した経費です。 

 

○ 職員給与費は、職員の給料や手当などを計上しています。 

 

○ 賞与等引当金繰入額は、本年度、新たに算出した賞与等引当金を計上しています。 

 

○ 退職手当引当金繰入額は、貸借対照表における退職手当引当金が、前年度と比べて増額とな 

った場合に計上します。 

 

○ 人件費のその他は、審議会の委員や一般職非常勤職員に対する報酬を計上しています。 

 

○ 物件費は、委託料や備品購入費、光熱水費などを計上しています。 

 

○ 維持補修費は、建物の修繕に係る経費などを計上しています。 

 

○ 減価償却費は、土地、建設仮勘定以外の有形固定資産及びソフトウェアについて、耐用年数 

に応じて下がった価値を差し引く処理を行うため、資産価値の減少額を計上しています。 

 

○ 物件費等のその他は、市主催事業の保険料に係る経費などを計上しています。 

 

○ 支払利息は、地方債の利子を計上しています。 

 

○ 徴収不能引当金繰入額は、徴収不能引当金の本年度発生額を計上しています。 

 

○ その他の業務費用のその他は、市税の還付金や、国県支出金の返還金などを計上しています。 
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○ 補助金等は、関係団体への補助金や、他団体が行う建設事業に対する負担金などを計上して 

います。 

 

○ 社会保障給付は、生活保護費や医療などに係る支出を計上しています。 

 

○ 他会計への繰出金は、国民健康保険特別会計などへの支出を計上しています。 

 

○ 移転費用のその他は、防火水槽撤去に伴う補償料などを計上しています。 

 

○ 経常収益は、毎会計年度、経常的に発生する、施設使用料など行政サービスの対価としての 

収益です。 

 

○ 使用料及び手数料は、施設の使用料や、住民票の交付手数料などを計上しています。 

 

○ 経常収益のその他は、財産運用収入や給食費受入金などを計上しています。 

 

○ 純経常行政コストは、経常収益と経常費用との差額を表しています。 

 

○ 臨時損失は、臨時に発生する費用をいいます。 

 

○ 災害復旧事業費は、災害復旧に関する費用をいいます。 

 

○ 資産除売却損は、除却した資産の除却時の帳簿価額及び資産を売却した場合に得た収入が帳 

簿価額を下回る場合の差額です。本年度は、旧自然の家解体による除却損などを計上していま 

す。 

 

○ 投資損失引当金繰入額は、投資損失引当金の当該会計年度発生額をいいます。 

 

○ 損失補償等引当金繰入額は、損失補償等引当金の当該年度発生額をいいます。 

 

○ 臨時損失のその他は、市内循環バス運行事業に伴う補償料を計上しています。 

 

○ 臨時利益は、臨時に発生する収益をいいます。 
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○ 資産売却益は、資産の売却による収入が帳簿価額を上回る場合の差額です。 

 

○ 行政コスト計算書の収支尻である純行政コストは、市税や地方交付税、国や県の支出金で賄 

われることになります。（次頁＜純資産変動計算書＞を参照。） 
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＜純資産変動計算書＞ 

 

 

 

（単位：円）

前年度末純資産残高 87,014,424,934 116,534,369,055 △ 29,519,944,121

純行政コスト（△） △ 34,039,153,405 △ 34,039,153,405

財源 35,643,953,655 35,643,953,655

税収等 26,264,968,622 26,264,968,622

国県等補助金 9,378,985,033 9,378,985,033

本年度差額 1,604,800,250 1,604,800,250

固定資産等の変動（内部変動） 1,091,657,521 △ 1,091,657,521

有形固定資産等の増加 4,308,449,876 △ 4,308,449,876

有形固定資産等の減少 △ 3,366,435,925 3,366,435,925

貸付金・基金等の増加 1,284,754,119 △ 1,284,754,119

貸付金・基金等の減少 △ 1,135,110,549 1,135,110,549

資産評価差額 - -

無償所管換等 28,079,555 28,079,555

その他 - - -

本年度純資産変動額 1,632,879,805 1,119,737,076 513,142,729

本年度末純資産残高 88,647,304,739 117,654,106,131 △ 29,006,801,392

純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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○ 純資産変動計算書は、１年間で、今までの世代が調達してきたものが増えたのか減ったのか 

を表したものであり、貸借対照表の資産と負債の差額である「純資産の部」に計上されている 

各数値が１年間でどのように変動したかがわかります。 

 

○ 純行政コスト（△）は、行政コスト計算書の収支尻が反映されています。 

 

○ 税収等は、市税や地方交付税、地方消費税交付金などを計上しています。 

 

○ 国県等補助金は、国、県からの負担金、補助金、委託金を計上しています。 

 

○ 本年度差額は、財源と純行政コストとの差額を表しています。 

 

○ 有形固定資産等の増加は、有形固定資産や無形固定資産の形成による保有資産の増加額など 

をいいます。 

 

○ 有形固定資産等の減少は、有形固定資産や無形固定資産の減価償却や除却による減少額など 

をいいます。 

 

○ 貸付金・基金等の増加は、貸付金・基金等の形成による保有資産の増加額などをいいます。 

 

○ 貸付金・基金等の減少は、貸付金の償還収入や基金の取崩し収入による減少額などをいいま 

す。 

 

○ 資産評価差額は、有価証券等の評価差額をいいます。 

 

○ 無償所管換等は、無償で譲渡または取得した固定資産の評価額等をいいます。 

 

○ 余剰分（不足分）は、費消可能な資源の蓄積をいい、金銭の形態で保有しているものです。 

 

○ 本年度末純資産残高は、貸借対照表の純資産合計と一致します。 
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＜資金収支計算書＞ 

（単位：円）

【業務活動収支】
業務支出 34,760,069,776

業務費用支出 16,045,340,271
人件費支出 6,759,024,539
物件費等支出 8,808,726,329
支払利息支出 248,922,261
その他の支出 228,667,142

移転費用支出 18,714,729,505
補助金等支出 8,788,658,360
社会保障給付支出 7,442,883,818
他会計への繰出支出 2,389,513,923
その他の支出 93,673,404

業務収入 37,495,245,159
税収等収入 26,269,033,224
国県等補助金収入 9,202,787,233
使用料及び手数料収入 723,029,664
その他の収入 1,300,395,038

臨時支出 -
災害復旧事業費支出 -
その他の支出 -

臨時収入 -
業務活動収支 2,735,175,383
【投資活動収支】

投資活動支出 2,890,597,699
公共施設等整備費支出 2,255,746,277
基金積立金支出 538,193,422
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 96,658,000
その他の支出 -

投資活動収入 573,937,800
国県等補助金収入 176,197,800
基金取崩収入 303,432,000
貸付金元金回収収入 94,308,000
資産売却収入 -
その他の収入 -

投資活動収支 △ 2,316,659,899
【財務活動収支】

財務活動支出 2,730,424,651
地方債償還支出 2,730,424,651
その他の支出 -

財務活動収入 2,380,272,000
地方債発行収入 2,380,272,000
その他の収入 -

財務活動収支 △ 350,152,651
68,362,833

1,065,725,880

1,134,088,713

前年度末歳計外現金残高 121,374,586
本年度歳計外現金増減額 △ 890,608
本年度末歳計外現金残高 120,483,978

本年度末現金預金残高 1,254,572,691

前年度末資金残高

本年度末資金残高

資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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○ 資金収支計算書は、一会計年度における資金の増減を示したものです。行政活動を金銭の流 

れから見たもので、年度当初と年度末の資金の増減内訳を表しています。 

 

○ 業務活動収支は、日常の行政サービスの提供のために使われた支出と収入を表しています。 

 

○ 人件費支出は、職員の給料や手当、審議会の委員報酬などを計上しています。 

 

○ 物件費等支出は、委託料や備品購入費、建物の修繕料などを計上しています。 

 

○ 支払利息支出は、地方債の利子を計上しています。 

 

○ 業務費用支出のその他の支出は、市税の還付金や、国・県支出金の返還金などを計上してい 

ます。 

 

○ 補助金等支出は、関係団体への補助金や、他団体が行う建設事業に対する負担金などを計上 

しています。 

 

○ 社会保障給付支出は、生活保護費や医療などに係る支出を計上しています。 

 

○ 他会計への繰出支出は、国民健康保険特別会計などへの支出を計上しています。 

 

○ 移転費用支出のその他の支出は、市内循環バス運行事業に伴う補償料などを計上しています。 

 

○ 税収等収入は、市税や地方交付税、地方消費税交付金などを計上しています。 

 

○ 業務収入の国県等補助金収入は、国、県からの負担金、補助金、委託金のうち、投資活動収 

入の国県等補助金収入を除いた分を計上しています。 

 

○ 使用料及び手数料収入は、施設の使用料や、住民票の交付手数料などを計上しています。 

 

○ 業務収入のその他の収入は、財産運用収入や給食費受入金などを計上しています。 

 

○ 災害復旧事業費支出は、災害復旧事業費に係る支出をいいます。 

 

○ 臨時収入は、臨時にあった収入をいいます。
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○ 投資活動収支は、公共施設など固定資産の資産形成につながる支出とその財源となる収入、 

また、基金への積立支出と取崩収入などです。 

 

○ 公共施設等整備費支出は、有形固定資産等の形成に係る支出をいいます。本年度は、消防団 

詰所改築工事や道路用地購入費などを計上しています。 

 

○ 基金積立金支出は、財政調整基金などの基金への積立金を計上しています。 

 

○ 投資及び出資金支出は、投資及び出資金に係る支出をいいます。 

 

○ 貸付金支出は、入学準備金貸付金や奨学金貸付金などを計上しています。 

 

○ 投資活動収入の国県等補助金収入は、公共施設等整備費支出に充当した国、県からの補助金 

を計上しています。 

 

○ 基金取崩収入は、財政調整基金などの基金からの繰入金を計上しています。 

 

○ 貸付金元金回収収入は、入学準備金貸付金や奨学金貸付金などの元金回収収入を計上してい 

ます。 

 

○ 財務活動収支は、地方債に係る収入と支出を表しています。 

 

○ 地方債償還支出は、地方債の元金を計上しています。 

 

○ 地方債発行収入は、市が本年度に借入れを行った市債を計上しています。 

 

○ 業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支の合計が本年度資金収支額となり、前年度末資 

金残高にこれを加味することで本年度末資金残高となります。 

 

○ 本年度末資金残高に、本年度末歳計外現金残高を合算した額が、本年度末現金預金残高とな 

ります。 

 

○ 資金収支計算書の収支尻である本年度末現金預金残高は、貸借対照表の現金預金と一致しま 

す。また、歳入歳出決算における歳入歳出差引残額とも一致します。 
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（５）全体財務書類 

一般会計等に、特別会計や水道事業会計を加えた市全体の全体財務書類です。 

※公営企業化移行期間中の下水道事業特別会計を除く 

＜全体貸借対照表＞ 

（単位：円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 131,083,405,735 固定負債 33,252,566,810

有形固定資産 125,520,229,491 地方債等 29,776,725,334

事業用資産 73,682,580,412 長期未払金 686,522,785

土地 46,334,262,865 退職手当引当金 857,255,077

土地減損損失累計額 0 損失補償等引当金 0

立木竹 0 その他 1,932,063,614

立木竹減損損失累計額 0 流動負債 4,071,166,844

建物 54,804,060,525 1年内償還予定地方債等 3,252,106,577

建物減価償却累計額 △ 28,110,170,447 未払金 226,638,330

建物減損損失累計額 0 未払費用 0

工作物 399,051,471 前受金 0

工作物減価償却累計額 △ 259,448,827 前受収益 0

工作物減損損失累計額 0 賞与等引当金 455,530,929

船舶 0 預り金 136,891,008

船舶減価償却累計額 0 その他 0

船舶減損損失累計額 0 37,323,733,654

浮標等 0 【純資産の部】

浮標等減価償却累計額 0 固定資産等形成分 133,330,313,140

浮標等減損損失累計額 0 余剰分（不足分） △ 33,276,758,572

航空機 0

航空機減価償却累計額 0

航空機減損損失累計額 0

その他 0

その他減価償却累計額 0

その他減損損失累計額 0

建設仮勘定 514,824,825

インフラ資産 50,372,320,778

土地 38,638,910,531

土地減損損失累計額 0

建物 2,327,800,687

建物減価償却累計額 △ 892,034,368

建物減損損失累計額 0

工作物 50,632,458,787

工作物減価償却累計額 △ 40,447,362,019

工作物減損損失累計額 0

その他 0

その他減価償却累計額 0

その他減損損失累計額 0

建設仮勘定 112,547,160

物品 4,821,680,455

物品減価償却累計額 △ 3,356,352,154

物品減損損失累計額 0

無形固定資産 5,064,903

ソフトウェア 3,664,818

その他 1,400,085

投資その他の資産 5,558,111,341

投資及び出資金 116,662,000

有価証券 0

出資金 116,662,000

その他 0

投資損失引当金 0

長期延滞債権 1,563,217,951

長期貸付金 38,452,600

基金 3,999,875,327

減債基金 0

その他 3,999,875,327

その他 0

徴収不能引当金 △ 160,096,537

流動資産 6,293,882,487

現金預金 3,094,681,575

未収金 827,293,963

短期貸付金 11,230,400

基金 2,235,677,005

財政調整基金 2,235,677,005

減債基金 0

棚卸資産 8,261,215

その他 187,920,000

徴収不能引当金 △ 71,181,671

繰延資産 0 100,053,554,568

137,377,288,222 137,377,288,222

全体貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計
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＜全体行政コスト計算書＞ 

 

 

 

（単位：円）

経常費用 56,350,535,930
業務費用 20,170,633,614

人件費 6,982,024,877
職員給与費 5,893,168,946
賞与等引当金繰入額 28,721,007
退職手当引当金繰入額 0
その他 1,060,134,924

物件費等 12,064,810,437
物件費 9,730,500,717
維持補修費 583,581,220
減価償却費 1,706,810,611
その他 43,917,889

その他の業務費用 1,123,798,300
支払利息 369,142,315
徴収不能引当金繰入額 228,398,463
その他 526,257,522

移転費用 36,179,902,316
補助金等 28,391,538,624
社会保障給付 7,444,181,818
他会計への繰出金 330,567,000
その他 13,614,874

経常収益 4,253,250,489
使用料及び手数料 2,475,352,351
その他 1,777,898,138

純経常行政コスト 52,097,285,441
臨時損失 167,882,656

災害復旧事業費 0
資産除売却損 36,938,328
投資損失引当金繰入額 0
損失補償等引当金繰入額 0
その他 130,944,328

臨時利益 466,832
資産売却益 0
その他 466,832

純行政コスト 52,264,701,265

全体行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額

 



19 

 

＜全体純資産変動計算書＞ 

 

 

 

（単位：円）

前年度末純資産残高 98,156,318,358 131,820,061,947 △ 33,663,743,589

純行政コスト（△） △ 52,264,701,265 △ 52,264,701,265

財源 54,133,857,920 54,133,857,920

税収等 38,954,834,514 38,954,834,514

国県等補助金 15,179,023,406 15,179,023,406

本年度差額 1,869,156,655 1,869,156,655

固定資産等の変動（内部変動） 1,482,171,638 △ 1,482,171,638

有形固定資産等の増加 5,839,896,079 △ 5,839,896,079

有形固定資産等の減少 △ 4,424,674,742 4,424,674,742

貸付金・基金等の増加 1,320,754,908 △ 1,320,754,908

貸付金・基金等の減少 △ 1,253,804,607 1,253,804,607

資産評価差額 0 0

無償所管換等 28,079,555 28,079,555

その他 0 0 0

本年度純資産変動額 1,897,236,210 1,510,251,193 386,985,017

本年度末純資産残高 100,053,554,568 133,330,313,140 △ 33,276,758,572

全体純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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＜全体資金収支計算書＞ 

（単位：円）

【業務活動収支】
業務支出 54,487,434,186

業務費用支出 18,219,263,340
人件費支出 6,966,262,870
物件費等支出 10,333,833,070
支払利息支出 369,142,315
その他の支出 550,025,085

移転費用支出 36,268,170,846
補助金等支出 28,399,748,624
社会保障給付支出 7,444,181,818
他会計への繰出支出 330,567,000
その他の支出 93,673,404

業務収入 58,177,592,265
税収等収入 38,866,588,077
国県等補助金収入 14,996,728,274
使用料及び手数料収入 2,473,814,501
その他の収入 1,840,461,413

臨時支出 0
災害復旧事業費支出 0
その他の支出 0

臨時収入 0
業務活動収支 3,690,158,079
【投資活動収支】

投資活動支出 4,029,698,329
公共施設等整備費支出 3,262,512,273
基金積立金支出 670,528,056
投資及び出資金支出 0
貸付金支出 96,658,000
その他の支出 0

投資活動収入 671,852,445
国県等補助金収入 176,197,800
基金取崩収入 380,144,000
貸付金元金回収収入 94,308,000
資産売却収入 0
その他の収入 21,202,645

投資活動収支 △ 3,357,845,884
【財務活動収支】

財務活動支出 3,162,056,163
地方債償還支出 3,162,056,163
その他の支出 0

財務活動収入 3,052,272,000
地方債発行収入 3,052,272,000
その他の収入 0

財務活動収支 △ 109,784,163
222,528,032

2,751,669,565

2,974,197,597

前年度末歳計外現金残高 121,374,586
本年度歳計外現金増減額 △ 890,608
本年度末歳計外現金残高 120,483,978

本年度末現金預金残高 3,094,681,575

前年度末資金残高

本年度末資金残高

全体資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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（６）連結財務書類 

全体会計に、一部事務組合や出資法人などの外郭団体を加えた連結財務書類です。 

＜連結貸借対照表＞ 

（単位：円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 137,751,841,832 固定負債 38,405,056,816

有形固定資産 126,985,068,013 地方債等 29,875,551,534

事業用資産 74,858,413,275 長期未払金 686,522,785

土地 46,962,897,876 退職手当引当金 5,890,469,318

土地減損損失累計額 0 損失補償等引当金 0

立木竹 0 その他 1,952,513,179

立木竹減損損失累計額 0 流動負債 4,316,123,068

建物 55,641,476,666 1年内償還予定地方債等 3,268,862,777

建物減価償却累計額 △ 28,552,512,995 未払金 322,830,991

建物減損損失累計額 0 未払費用 0

工作物 501,329,046 前受金 0

工作物減価償却累計額 △ 305,319,543 前受収益 0

工作物減損損失累計額 0 賞与等引当金 550,830,765

船舶 0 預り金 162,512,565

船舶減価償却累計額 0 その他 11,085,970

船舶減損損失累計額 0 42,721,179,884

浮標等 0 【純資産の部】

浮標等減価償却累計額 0 固定資産等形成分 135,946,503,482

浮標等減損損失累計額 0 余剰分（不足分） △ 33,862,780,847

航空機 0 他団体出資等分 425,317

航空機減価償却累計額 0

航空機減損損失累計額 0

その他 0

その他減価償却累計額 0

その他減損損失累計額 0

建設仮勘定 610,542,225

インフラ資産 50,372,320,778

土地 38,638,910,531

土地減損損失累計額 0

建物 2,327,800,687

建物減価償却累計額 △ 892,034,368

建物減損損失累計額 0

工作物 50,632,458,787

工作物減価償却累計額 △ 40,447,362,019

工作物減損損失累計額 0

その他 0

その他減価償却累計額 0

その他減損損失累計額 0

建設仮勘定 112,547,160

物品 5,588,266,167

物品減価償却累計額 △ 3,833,932,207

物品減損損失累計額 0

無形固定資産 27,233,388

ソフトウェア 25,380,670

その他 1,852,718

投資その他の資産 10,739,540,431

投資及び出資金 11,262,000

有価証券 0

出資金 11,262,000

その他 0

長期延滞債権 1,563,217,951

長期貸付金 38,452,600

基金 9,286,704,417

減債基金 0

その他 9,286,704,417

その他 0

徴収不能引当金 △ 160,096,537

流動資産 7,053,486,004

現金預金 3,801,464,662

未収金 871,812,993

短期貸付金 11,230,400

基金 2,239,504,576

財政調整基金 2,239,504,576

減債基金 0

棚卸資産 8,261,215

その他 194,211,697

徴収不能引当金 △ 72,999,539

繰延資産 0 102,084,147,952

144,805,327,836 144,805,327,836

連結貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計
 



22 

 

＜連結行政コスト計算書＞ 

 

 

 

（単位：円）

経常費用 68,160,590,088
業務費用 23,644,236,179

人件費 8,583,895,602
職員給与費 7,394,535,376
賞与等引当金繰入額 113,160,278
退職手当引当金繰入額 12,836,119
その他 1,063,363,829

物件費等 13,813,684,728
物件費 11,340,834,092
維持補修費 631,763,061
減価償却費 1,796,697,983
その他 44,389,592

その他の業務費用 1,246,655,849
支払利息 369,891,796
徴収不能引当金繰入額 228,398,463
その他 648,365,590

移転費用 44,516,353,909
補助金等 26,316,427,507
社会保障給付 17,855,191,213
他会計への繰出金 330,567,000
その他 14,168,189

経常収益 6,330,361,074
使用料及び手数料 2,558,340,423
その他 3,772,020,651

純経常行政コスト 61,830,229,014
臨時損失 168,817,410

災害復旧事業費 0
資産除売却損 36,974,349
損失補償等引当金繰入額 0
その他 131,843,061

臨時利益 938,432
資産売却益 0
その他 938,432

純行政コスト 61,998,107,992

連結行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額
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＜連結純資産変動計算書＞ 

 

 

 

（単位：円）

前年度末純資産残高 100,027,679,573 134,294,508,803 △ 34,266,829,230 0

純行政コスト（△） △ 61,998,107,992 △ 61,998,107,992 0

財源 63,991,761,612 63,991,761,612 0

税収等 45,346,343,704 45,346,343,704 0

国県等補助金 18,645,417,908 18,645,417,908 0

本年度差額 1,993,653,620 1,993,653,620 0

固定資産等の変動（内部変動） 1,589,605,237 △ 1,589,605,237

有形固定資産等の増加 6,048,657,487 △ 6,048,657,487

有形固定資産等の減少 △ 4,515,012,237 4,515,012,237

貸付金・基金等の増加 1,402,784,367 △ 1,402,784,367

貸付金・基金等の減少 △ 1,346,824,380 1,346,824,380

資産評価差額 0 0

無償所管換等 62,389,442 62,389,442

他団体出資等分の増加 0 0

他団体出資等分の減少 0 0

比例連結割合変更に伴う差額 425,317 425,317

その他 0 0 0

本年度純資産変動額 2,056,468,379 1,651,994,679 404,048,383 425,317

本年度末純資産残高 102,084,147,952 135,946,503,482 △ 33,862,780,847 425,317

連結純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分
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＜連結資金収支計算書＞ 

（単位：円）

【業務活動収支】
業務支出 66,192,674,532

業務費用支出 21,588,029,632
人件費支出 8,552,607,149
物件費等支出 11,985,213,460
支払利息支出 369,891,796
その他の支出 680,317,227

移転費用支出 44,604,644,900
補助金等支出 26,324,637,506
社会保障給付支出 17,855,191,213
他会計への繰出支出 380,567,000
その他の支出 44,249,181

業務収入 70,049,149,005
税収等収入 45,258,097,267
国県等補助金収入 18,409,880,774
使用料及び手数料収入 2,556,802,573
その他の収入 3,824,368,391

臨時支出 0
災害復旧事業費支出 0
その他の支出 0

臨時収入 471,600
業務活動収支 3,856,946,073
【投資活動収支】

投資活動支出 4,305,146,379
公共施設等整備費支出 3,461,844,368
基金積立金支出 746,639,899
投資及び出資金支出 0
貸付金支出 96,658,000
その他の支出 4,112

投資活動収入 817,144,405
国県等補助金収入 225,603,843
基金取崩収入 476,029,917
貸付金元金回収収入 94,308,000
資産売却収入 0
その他の収入 21,202,645

投資活動収支 △ 3,488,001,974
【財務活動収支】

財務活動支出 3,196,020,272
地方債等償還支出 3,185,505,696
その他の支出 10,514,576

財務活動収入 3,087,826,000
地方債等発行収入 3,087,826,000
その他の収入 0

財務活動収支 △ 108,194,272
260,749,827

3,414,707,225
368,668

3,675,825,720

前年度末歳計外現金残高 126,674,247
本年度歳計外現金増減額 △ 1,035,305
本年度末歳計外現金残高 125,638,942

本年度末現金預金残高 3,801,464,662

前年度末資金残高

比例連結割合変更に伴う差額

本年度末資金残高

連結資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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一般会計等財務書類に係る注記 

 

１．重要な会計方針 

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和５９年度以前に取得したもの・・・・・・再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 昭和６０年度以後に取得したもの 

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・取得原価 

取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・取得原価 

取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・再調達原価 

 

（２）有価証券等の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券・・・・・・・・・・・・保有していないため省略 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの・・・・・・・・・・・・保有していないため省略 

イ 市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・保有していないため省略 

③ 出資金 

ア 市場価格のあるもの・・・・・・・・・・・・保有していないため省略 

イ 市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・出資金額 

 

（３）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産・・・・・定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物  １５年～５０年 

工作物  ８年～６０年 

物品   ３年～２０年 

② 無形固定資産・・・・・定額法 

（ソフトウェアについては、朝霞市における見込利用期間（５年）に基づく定額法によ 

っています。） 
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（４）引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

長期延滞債権及び未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見 

込額を計上しています。 

② 退職手当引当金 

期末自己都合要支給額を計上しています。なお、朝霞市は退職手当組合に加入している 

ため、退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手 

当として支給された額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち朝霞 

市へ按分される額を加算した額を控除した額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見 

込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

 

（５）資金収支計算書における資金の範囲 

地方自治法第２３５条の４第１項に規定する歳入歳出に属する現金としています。 

 

（６）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が５０万円（美術品は３００万円）以上の場合 

に資産として計上しています。 

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が５０万円未満であるときに修繕費と 

して処理しています。 

 

２．重要な会計方針の変更等 

該当ありません。 

 

３．重要な後発事象 

該当ありません。 

 

４．偶発債務 

該当ありません。 

 

５．追加情報 

（１）一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

一般会計 
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（２）出納整理期間 

地方自治法第２３５条の５に基づき出納整理期間（４月１日～５月３１日）が設けられてお 

り、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数とし 

ています。 

 

（３）地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率の状況 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次のとおりで 

す。 

実質赤字比率           － （赤字額なし） 

連結実質赤字比率         － （赤字額なし） 

実質公債費比率        ４．１％ 

将来負担比率        ２６．６％ 

 

（４）利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 

３６，１０９千円 

 

（５）繰越事業に係る将来の支出予定額 

継続費逓次繰越額    １２，９４５千円 

繰越明許費繰越額   １０１，７１６千円 

合      計   １１４，６６１千円 

 

（６）純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

 

（７）基礎的財政収支（プライマリー・バランス） 

収入総額（※１）      ４０，４４９，４５５千円 

地方債発行額        △２，３８０，２７２千円 

支出総額（※２）     △４０，３８１，０９２千円 

地方債償還額         ２，９７９，３４７千円 

基礎的財政収支          ６６７，４３８千円 
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※１ 収入総額とは、資金収支計算書における業務収入、臨時収入、投資活動収入及び財務 

活動収入の合計額です。 

※２ 支出総額とは、資金収支計算書における業務支出、臨時支出、投資活動支出及び財務 

活動支出の合計額です。 

 

（８）固定資産台帳及び財務書類データの公表について 

固定資産台帳は、誌面の都合上、本冊子には掲載していませんが、市ホームページの下記 

ＵＲＬにてエクセルデータを公表しています。本冊子掲載の財務書類のエクセルデータと併 

せてご活用ください。 

市ホームページ「朝霞市財務書類４表」ＵＲＬ 

http://www.city.asaka.lg.jp/soshiki/7/heisei29nenndozaimushorui4hyou.html 

 



 

 

 

 

 

作成 平成 3１年３月 朝霞市総務部財政課 

〒３５１－８５０１ 埼玉県朝霞市本町１丁目１番１号 

℡０４８－４６３－１１１１（代表） 

℡０４８－４６３－３１７９（直通） 


